
組 合 だ よ り 令和2年11月30日（1）

一人は万人のために、万人は一人のために

No.36
2020（令和２年）

11/30

南佐久中部森林組合



令和2年11月30日 （2）組 合 だ よ り

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案

第７号議案

第８号議案

付 帯 決 議

令和元年度事業報告書、貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分案について
別紙のとおり監事の意見書を添えて提出しますので承認してください。

令和 2 年度事業計画について
別紙のとおり提出しますので決定してください。

令和 2 年度賦課金の額及び納期並びに徴収方法の決定について
賦課金は、面積割 1ha 当り 200 円（端数は ha 単位に切上げ）組合員割 1 人 200 円
と決定し、納期は令和 2 年 12 月 10 日とし、徴収の方法は、口座振替及び現金徴収
と決定してください。

役員報酬の決定について
役員報酬は、6,500 千円以内と決定し、理事 6,000 千円、監事 500 千円、役員毎の
額については、理事会及び監事会に一任してください。

一組合員に対する貸付金の最高限度額の決定について
一組合員に対する貸付金の最高限度額を 3,000 千円と決定してください。

（制度資金をのぞく。）

借入金の最高限度額決定について
本年度内における借入金の最高限度額を 3 億円と決定してください。

余裕金の預け入先決定について
余裕金の預け入れ先を、農林中央金庫本店、㈱八十二銀行小海支店、長野八ヶ岳農業
協同組合小海支所、同北相木支所、同南相木支所及び㈱ゆうちょ銀行、長野県信用組
合野沢支店と決定してください。

定款の一部変更について
別紙のとおり提出しますので決定してください。

本日の決議事項中、権利義務に関係のない軽微な事項の修正及び違算、誤字並びに行
政庁の指示により必要な字句の修正をなすことを理事会に一任してください。

第39回総代会の内容は次の通りです

去る４月22日、南佐久中部森林組合大会議室において、総代総数200人中、本人出席16人、書面議
決125人、委任状1人、計142人が出席し、定款第45条の規定で定める過半数に達し、総代会が成立し
ました。

本年度は、新型コロナウイルス感染症対策の
ため、本人及び来賓の皆様の出席を縮小し、小
海町長、北相木村長、南相木村長にご出席いた
だき、第39回総代会を開催致しました。

井出副組合長より、総代会出席者及び来賓に
謝意を述べ総代会を開催する旨の宣言を行い、
黒澤組合長が挨拶を述べ、引続き議長に井出裕
文氏を選任して議事に入りました。

上程された第1号議案から第8号議案まで原
案どおり可決されました。

第39回通常総代会開催
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決 　 算 　 報 　 告
【 組 合 員 数 】

資格区分

正組合員 1 , 2 8 9 2 6 ― ― 6 1 , 2 8 5
― ― ― ― ― ― ―

1 , 2 8 9 2 6 ― ― 6 1 , 2 8 5
准組合員
合　　計

前  期  末 当期加入
資格喪失 合　　計除　　名死亡又は解散

当  期  末
当　　期　　脱　　退

【 出 資 口 数 】
資格区分

3 7 , 7 7 6 1 5 0 4 1 2 3 7 , 5 1 4
― ― ― ―

3 7 , 7 7 6 1 5 0 4 1 2 3 7 , 5 1 4

前　期　末 当  期  増  加 当  期  減  少 当  期  末
正組合員
准組合員
合　　計

令和2年8月7日　バックホウ0.5㎥導入

令和2年8月7日　バックホウ0.28㎥導入

令和2年11月12日　フォワーダU5導入

令和元年度事業報告

1 9 1 , 7 2 4 千円
令和元年度事業報告

森 林 整 備
1 0 4 , 7 6 5 千円販 売

2 , 5 1 5 千円指 導
1 , 2 9 3 千円加 工

3 0 0 , 2 9 7 千円合 計

加工 1,293 千円指導 2,515 千円

販売 104,765 千円

森林整備
191,724 千円

総取扱高 
300,297 千円

■ 森林整備
■ 販　　売
■ 指　　導
■ 加　　工

本年度も、組合員有林の事業地を主体に取り組ん
で参りましたが、国有林や県有林事業も実施するな
ど広く森林整備を行って参りました。その結果木材
生産量は19,359㎥に達し、昨年度の実績より4,000㎥
生産量を伸ばすことができ、取扱い金額、事業収益
ともに昨年度を上回ることができました。これも組
合員の皆様を始め、管内３町村及び関係機関のご理
解とご協力によるものと心より感謝申し上げます。
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Ⅰ　事業総損益

Ⅱ事業損益

Ⅲ経常損益

Ⅳ特別損益

(1)
(2)
事 業 総 利 益

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
事 業 管 理 費 計
事 業 利 益

(1)
(2)
事 業 外 損 益
経 常 利 益

(1)
(2)
特 別 損 益
税引前当期利益
法人税住民税及び事業税額
当 期 剰 余 金
前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

摘　　要 内　訳 小計 合計

Ⅰ  当期未処分剰余金

Ⅱ  剰余金処分額

１  法定準備金

２  特別積立金　 
３  出資配当金

Ⅲ  次期繰越剰余金

当期剰余金の
５分の１以上

出資金の6％

令和元年度剰余金処分案損　益　計　算　書
平成31年3月1日から令和2年2月29日まで

円

2,000,000

1,000,000
2,250,840

円
8,903,118

3,652,278

脚注　１．任意積立金の積立目的、積立目標額は次のと
おりである。

種類　損失補てん積立金
目的　不慮の損失に備えて積み立てるため
現在積立額　17,965,240 円　　　　　　　　　 　 

種類　施設維持積立金
目的　施設維持に要する費用に充当するため
現在積立額　10,000,000 円　　　　　　　　　 　 
積立目標額　30,000,000 円　　　　　　　　　 　 　　　　　　    

２．出資配当金の配当率は 6％である。
３．次期繰越剰余金中教育情報資金は、1,000,000円

である。

事業総収益
事業総費用

人 件 費
旅費交通費
事 務 費
業 務 費
諸税負担金
施 設 費
雑 費

事業外収益
事業外費用

特 別 損 益
特 別 損 失

300,297,562
162,985,411

84,798,346
659,647

3,749,655
2,365,975
3,212,471

39,635,863
553,388

4,776,322
91,000

43,074,999
41,866,983

137,312,151

134,975,345
2,336,806

4,685,322
7,022,128

1,208,016
8,230,144
2,763,300
5,466,844
3,436,274
8,903,118

300,297,562
162,985,411
137,312,151

84,798,346
659,647

3,749,655
2,365,975
3,212,471

39,635,863
553,388

134,975,345
2,336,806

4,776,322
91,000

4,685,322
7,022,128

43,074,999
41,866,983
1,208,016
8,230,144

2,514,879
2,916,309
-401,430

2,628,749
20,449

116,239
73,345
99,587

1,228,712
17,155

4,184,236
-4,585,666

104,765,372
54,646,809
50,118,563

25,015,512
194,596

1,106,148
697,963
947,679

11,692,580
163,249

39,817,727
10,300,836

1,293,608
480,205
813,403

339,193
2,639

14,999
9,464

12,850
158,543

2,214
539,902
273,501

科　　目 小計 合計
事　　業　　区　　分
一　　般　　事　　業

計 指　　導 販　　売 加　　工

191,723,703
104,942,088
86,781,615

56,814,892
441,963

2,512,269
1,585,203
2,152,355

26,556,028
370,770

90,433,480
-3,651,865

森林整備

流　動　負 　債
1.
2.

3.

4.
5.
6.

固　定　負　債
1.
2.

組 合 員 資 本
1.
2.

3.

受託販売預り金
買     掛     金
（販         売）
（購         買）
未    払     金
（1）事業未払金
（2）一般未払金
（3）未払消費税
未 払 法 人 税 等　 　
預　 　り　　金
仮　　受　　金

流 動 負 債 合 計

退職給付引当金
役員退職慰労引当金

固 定 負 債 合 計

負 　債 　合　計

出 　 資 　 金
利 益 剰 余 金
法定準備金
その他利益剰余金
任意積立金
損失補てん積立金
施設維持積立金
当期未処分剰余金
当期剰余金
前期繰越剰余金

資 本 準 備 金
組 合 員 資 本 合 計

純 資 産 合 計

―　　―19

Ⅱ 　貸　借　対　照　表
⑴　貸 借 対 照 表

2,144,688
103,400
14,800

52,792,137
346,600

131,029
301,606
115,465
267,170
32,490

6,729,479

16,877,965
155,600

168,680

28,611,654
10,660,904
1,779,000
326,650

180,815,282
155,429,266
63,708,763
53,474,302
6,393,500
5,248,561

418,753
5,191,887

1,450,000
1,450,000
436,000
225,266

3,876,000
4,190,000

124,695
110,458,548

2,233,288

52,445,537

847,760

23,451,844
6,237,878

168,680

17,950,750

1,452,350

25,386,016

10,234,461

1,144,939

5,610,640
1,250,000

0

210,734

8,066,000
1,798,000

195,968,230

63,029,156

210,734

9,864,000

73,103,890

269,072,120

科　　　目
【資産の部】

内　訳 小　計 合　計

流　動　資　産
1.
2.
3.

4.

5.

6.

7.
8.

固　定　資　産
有 形 固 定 資 産
1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

無 形 固 定 資 産
1.

2.

外 部 出 資
1.

2.

現            金
預            金
売     掛     金
（販         売）
（購         買）
貸 倒 引 当 金 
未    収     金
貸 倒 引 当 金
た な 卸 資 産
（販   売   品）
（加   工   品）
（事業物資購買品）
（生活物資購買品）
（原　 材　 料）
立     替     金
（林         産）
（一         般）
（造         林）
貸 倒 引 当 金
仮     払     金
雑     資     産
（前 払  費 用）
（リサイクル預託金）
流 動 資 産 合 計

建　　　　　　物
減価償却累計額
構 築 物
減価償却累計額
機 械 装 置
減価償却累計額
車 両 運 搬 具
減価償却累計額
工 器 具 備 品
減価償却累計額
森　　　　　林
（所　有　林）
（分　収　林）
借 地 権 勘 定
有形固定資産合計

測 量 シ ス テ ム
減価償却累計額
組 合 員 シ ス テ ム
減価償却累計額
無形固定資産合計

系 統 出 資 金
（県  森   連）
（農 林 中 金）
系 統 外 出 資 金
外 部 出 資 合 計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

306,008

920,293
73,996,556

0

49,771,000

17,965,240
10,000,000

5,466,844
3,436,274

24,299,261

306,008

74,916,849
2,763,300
7,753,207
1,353,831

32,016,914
1,073,746

37,514,000

86,639,358
435,646

111,392,456

33,090,660

144,483,116

124,589,004

124,589,004

269,072,120

科　　　目
【負債の部】

【純資産の部】

内　訳 小　計 合　計

負債・純資産合計

令和２年２月 29日現在　　単位：円【 貸 借 対 照 表 】 令和 2 年 2 月 29 日現在　　単位：円
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日刊木材新聞の記事から

２
０
２
０
年
３
月
７
日
付

日刊木材新聞の記事から

２
０
２
０
年
７
月
11
日
付

南
佐
久
中
部
森
組

南
佐
久
中
部
森
林
組
合
（
長
野
県
南
佐
久
郡
、
黒
澤
和
夫
代
表
理
事
組
合

長
）
は
２
月
22
日
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
解
消
す
る
た
め
自
ら
フ

ル
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
た
。
運
転
も
職
員
が
担
当
す
る
。
運
送
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
り
、
森
林
所
有
者
へ
の
還
元
を
増
や
す
こ
と
で
カ
ラ
松
の
主
伐
・

再
造
林
を
促
進
す
る
。

す
る
見
込
み
で
着
実
に
増

加
し
て
い
る
。
19
年
度
で

見
る
と
、
約
半
分
の
９
０

０
０
立
方
m
が
合
板
工
場

向
け
、
残
り
半
分
が
製
紙

用
チ
ッ
プ
、
土
木
用
材
、

製
材
工
場
向
け
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

同
組
合
は
、
植
林
後
10

年
間
の
一
番
大
事
な
期
間

を
組
合
が
引
き
受
け
る
独

自
の
施
業
委
託
制
度
を
導

入
し
て
主
伐
・
再
造
林
を
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森林組合法改正森林組合法改正
〜森林組合の経営基盤強化に向けて〜

◎
改
正
の
概
要

（
一
）
組
合
間
の
多
様
な
連
携
手
法
の
導
入

森
林
組
合
の
経
営
基
盤
の
更
な
る
強
化

に
向
け
て
、
現
場
の
創
意
工
夫
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

事
業
ご
と
の
連
携
強
化
が
可
能
と
な
る
よ

う
な
枠
組
み
を
用
意
す
る
こ
と
と
し
、
①

事
業
譲
渡
、
②
吸
収
分
割
、
③
新
設
分
割

の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
改
正
に
よ
り
、
森
林
組
合
は
、

合
併
に
限
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

た
連
携
手
法
の
選
択
が
可
能
に
な
り
、
組

合
間
の
連
携
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
、
経

営
基
盤
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

①
事
業
譲
渡

事
業
譲
渡
は
、
森
林
組
合
等
が
他
の
森

林
組
合
等
に
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
譲

令
和
２
年
５
月
28
日
に
「
森
林
組
合
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま

し
た
。
今
回
の
改
正
は
、
森
林
・
林
業
政

策
が
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
中
、
森
林
組

合
が
地
域
の
林
業
経
営
の
重
要
な
担
い
手

と
し
て
、
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

制
度
の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

◎
改
正
の
背
景

現
在
、
我
が
国
の
森
林
に
つ
い
て
は
、

戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
の
多
く
が
本
格

的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
豊

富
な
森
林
資
源
を
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
る
」
と
い
う
形
で
循
環
利
用
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
31
年
４
月
に
は

森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
森
林
所
有
者
自

ら
が
経
営
管
理
で
き
な
い
森
林
に
つ
い
て
、

市
町
村
が
仲
介
役
と
な
っ
て
森
林
所
有
者

と
林
業
経
営
者
を
つ
な
ぎ
、
林
業
の
成
長

産
業
化
と
森
林
の
適
切
な
管
理
の
両
立
を

図
る
新
た
な
仕
組
み
で
す
。

こ
の
仕
組
み
の
中
で
、
地
域
の
林
業
経

営
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
森
林
組
合
は
、

森
林
経
営
管
理
制
度
の
担
い
手
で
あ
る

「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
」
と
し

て
、
森
林
の
経
営
管
理
の
集
積
・
集
約
、

木
材
の
販
売
等
の
強
化
、
さ
ら
に
こ
れ
ら

を
通
じ
て
山
元
へ
の
一
層
の
利
益
還
元
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
森
林
組
合
の
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
組
合
間

の
多
様
な
連
携
手
法
の
導
入
、
正
組
合
員

資
格
の
拡
大
、
事
業
の
執
行
体
制
の
強
化

な
ど
を
内
容
と
す
る
森
林
組
合
法
の
一
部

改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
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業
に
係
る
権
利
義
務
を
包
括
的
に
承
継

す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
手
法
で
す
。

（
二
）
正
組
合
員
資
格
の
拡
大

正
組
合
員
資
格
に
つ
い
て
、「
同
一
の

世
帯
に
属
す
る
者
」
を
「
推
定
相
続
人
」

に
改
め
る
と
と
も
に
、
指
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
数
の
制
限
を
廃
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
若
年
層
や
女

性
の
参
画
が
進
み
、
多
様
な
意
見
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
組
合
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
三
）
事
業
の
執
行
体
制
の
強
化

①
販
売
事
業
等
に
関
し
実
践
的
な

能
力
を
有
す
る
理
事
の
配
置

森
林
組
合
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強
化

を
促
進
す
る
た
め
、
販
売
事
業
等
に
関

し
実
践
的
な
能
力
を
有
す
る
理
事
一
人

以
上
の
配
置
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

人
工
林
資
源
が
充
実
す
る
中
で
、
森

林
組
合
の
販
売
事
業
の
取
扱
高
は
近
年

増
加
し
て
お
り
、
そ
の
部
門
別
割
合
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
組
合

員
等
の
収
入
に
直
結
す
る
木
材
の
価
値

を
高
め
、
山
元
へ
の
一
層
の
利
益
還
元

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
販
売
事
業
を
強
化
す

る
こ
と
が
特
に
重
要
で
す
。

大
規
模
製
材
工
場
等
の
新
た
な
需
要

先
の
開
拓
や
木
材
の
有
利
販
売
の
実
現

な
ど
、
販
売
事
業
の
強
化
に
当
た
っ
て

は
、
組
合
の
経
営
を
担
う
理
事
会
に
販

売
事
業
に
精
通
し
た
者
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
回
こ
の
よ
う
な
規
定
が

渡
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
事
業
の
受
け

手
側
の
組
合
が
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
事

業
を
効
率
的
に
実
施
し
、
事
業
の
出
し

手
側
の
組
合
が
強
み
と
す
る
事
業
に
専

念
す
る
こ
と
を
目
指
す
場
合
な
ど
に
用

い
ら
れ
る
連
携
手
法
で
す
。

②
吸
収
分
割

吸
収
分
割
は
、
事
業
譲
渡
と
同
様
に
、

事
業
の
受
け
手
側
の
組
合
が
規
模
拡
大

に
よ
っ
て
事
業
を
効
率
的
に
実
施
し
、

事
業
の
出
し
手
側
の
組
合
が
強
み
と
す

る
事
業
に
専
念
す
る
こ
と
を
目
指
す
場

合
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
連
携
手
法
で
す
。

③
新
設
分
割

２
以
上
の
森
林
組
合
等
が
、
そ
れ
ぞ

れ
事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
分
割
し
、

新
た
に
設
立
す
る
連
合
会
に
、
そ
の
事

定
を
追
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
森
林
組
合
が
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
創
設
等
を
受
け
て
、「
意
欲

と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
」
と
し
て
、

山
元
へ
の
一
層
の
利
益
還
元
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
森
林
組
合
法
が
目
的

と
す
る
森
林
の
保
続
培
養
及
び
森
林
生

産
力
の
増
進
を
図
る
に
当
た
っ
て
も
、

そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
措
置
さ
れ
た

も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
に
お
い
て
導
入
す
る
組

合
間
の
多
様
な
連
携
手
法
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
手
法
に
よ
り
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
連
合
会
、
森
林
組
合
に
お

い
て
自
ら
検
討
し
、
更
な
る
経
営
の
発

展
を
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

法
律
上
に
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

②
理
事
の
年
齢
及
び
性
別
に
著
し
い

偏
り
が
生
じ
な
い
こ
と
へ
の
配
慮

若
年
層
や
女
性
の
参
画
を
促
進
す
る

た
め
、
理
事
の
年
齢
や
性
別
に
著
し
い

偏
り
が
生
じ
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
規
定

を
新
た
に
設
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

③
事
業
運
営
に
当
た
っ
て
の
配
慮

事
業
の
目
的
を
定
め
た
森
林
組
合
法

第
４
条
に
お
い
て
、「
営
利
を
目
的
と
し

て
そ
の
事
業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
す
る
規
定
を
削
除
し
、
利
益
を
追
求

す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
法
律
上
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

森
林
組
合
に
よ
る
組
合
員
へ
の
利
益
の

還
元
や
組
合
の
事
業
に
従
事
す
る
者
の

処
遇
改
善
を
促
す
た
め
、「
森
林
の
有
す

る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
つ

つ
、
林
業
所
得
の
増
大
に
最
大
限
の
配

慮
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規

引
用
文
献：

林
野
２
０
２
０
・
７
No.
160
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５
月
８
日
　
北
相
木
小
学
校

例
年
、
地
元
の
３
町
村
の
子
供
た
ち
と
行
っ
て
い
る
植
菌
教
室
は
、
今
年
は
北
相
木

小
学
校
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

順
調
に
生
育
す
る
と
、
来
秋
に
は
き
の
こ
が
出
始
め
る
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。

伐倒手順説明中

伐倒実演中

き
の
こ
植
菌
教
室
開
催

き
の
こ
植
菌
教
室
開
催

10
月
15
日
、
北
相
木
村
木
次
原
地
区
の
現
場
に
お
い
て
、
北

相
木
小
学
校
４
・
５
年
生
を
対
象
に
林
業
体
験
学
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
様
な
体
験
学
習

を
通
し
て
少
し
で
も
林
業
や
自

然
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

林
業
体
験
学
習

林
業
体
験
学
習

チェンソー体験中
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吉田  平　伐倒吉田  平　伐倒

小池 光一　作業道開設　
鈴木 創悟　測量
小池 光一　作業道開設　
鈴木 創悟　測量「緑の雇用」事業とは？

林業未経験者に研修や講習を通じて、林業に必
要な技術や知識を身につけてもらい、その能力を
向上させるための支援制度です。

３年間の「緑の雇用」
フォレストワーカー集合研修を終えて

吉 田　　平

研修も３年目になると研修生同士で仲良くなり、会うのが楽しみになりました。そしてそれぞ
れ１年ごとにスキルアップしていて会った時に話をするのが待ちどおしかったです。今回の研修
で残念だったのが新型コロナウイルスの影響で宿泊棟が使用できなかったことです。毎年、その
日の研修が終わった後に仲間たちとその日の研修の事、それぞれの事業体でどんな仕事をしてい
るかなどの情報交換をすることも自分にはとても刺激になりました。

１年目の研修に参加した時は林業の事は何もわからずに研修で習うことのすべてが新鮮ですご
いなと思いました。日々の仕事の中でいろいろな事を経験して、現場ではなかなか聞けないこと
も研修ではじっくり自分が納得するまで聞くことができ、自分の自信になりました。　

２年目の研修では車両系の資格を取ることができましたが、どれも普段乗ることがない特殊な
機械なのでちゃんと運転できるか不安でしたが、仲間の運転している所を見たりコツを教えあっ
たりしてお互いに上達できました。

３年目の研修では２年目の車両系の資格を
現場で使用することを想定した研修だったの
で、とても有意義なものになりました。その
他にも重機のメンテナンスや点検の方法な
ど、どれもすぐに現場で役に立つものばかり
でした。

３年間の研修では仲間のやり方を見たり、
話をしたりすることで林業に対しての視野が
広がりました。

これからは後輩を指導しつつ、自分でもさ
らに技術を磨いていきたいと思います。
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編
集
後
記

組
合
だ
よ
り
第
三
十
六
号
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
感
想
・
ご
意
見

等
も
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。森

林
組
合
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

南
佐
久
中
部
森
林
組
合

☎
〇
二
六
七
ー
九
二
―
二
〇
七
〇

賦
課
金
の
口
座
振
替
を

お
願
い
し
ま
す

賦
課
金
の
納
入
に
つ
い
て
、
事
務

省
力
化
の
た
め
口
座
振
替
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

八
十
二
銀
行
各
支
店
、
Ｊ
Ａ
長
野

八
ヶ
岳
農
業
協
同
組
合
各
支
所
（
小

海
支
所
・
南
相
木
支
所
・
北
相
木
支

所
）
に
口
座
を
お
持
ち
の
方
で
、
口

座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
口
座
振

替
の
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

森
林
組
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。口

座
振
替
が
行
え
な
い
組
合
員
さ

ん
は
、
送
付
し
て
あ
る
郵
便
局
専
用

の
振
込
用
紙
を
お
使
い
い
た
だ
き
、

最
寄
の
郵
便
局
に
て
賦
課
金
の
お
支

払
を
お
願
い
し
ま
す
。

★技能職員募集中★
森林組合では、新しい仲間を募

集しています。
体を動かすことが好きな方、森

林整備に興味のある方、是非、一
緒に働いてみませんか。

詳細につきましては、下記、連
絡先にお問い合わせください。

TEL：0267−92−2070

令
和
三
年
度
春
季
山
行

苗
木
・種
駒
の
注
文
に
つ
い
て

例
年
、
各
地
区
指
導
員
さ
ん
に

苗
木
・
種
駒
の
注
文
の
と
り
ま
と

め
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

直
接
の
注
文
も
承
り
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

☎
〇
二
六
七
ー
九
二
―
二
〇
七
〇

年
　
齢

44
歳

出
身
地

佐
久
穂
町

趣
　
味

ゴ
ル
フ

私
は
10
月
よ
り
南
佐
久
中
部
森
林
組

合
に
入
組
し
ま
し
た
。

前
職
は
、
土
木
関
係
を
18
年
や
っ
て

い
ま
し
た
。
林
業
と
土
木
の
違
い
を
感

じ
な
が
ら
毎
日
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
自
分
よ
り
も
若

小

池

光

一

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

ご
指
導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

年
　
齢

33
歳

出
身
地

宮
城
県
仙
台
市

趣
　
味

釣
り

３
月
に
技
能
職
員
と
し
て
入
組
し
、

５
月
か
ら
事
務
職
員
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
営
業
、

小
売
店
の
商
品
管
理
の
仕
事
を
し
て
い

た
為
、
林
業
は
一
か
ら
の
勉
強
と
な
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
早
く
知
識
を
付
け
、

鈴

木

創

悟

組
合
の

窓

ー
人
事
ー

吉田  平　伐倒吉田  平　伐倒

小池 光一　作業道開設　
鈴木 創悟　測量
小池 光一　作業道開設　
鈴木 創悟　測量

〈
職
員
採
用
〉

い
人
達
が
多
い
で
す
が
、
仕
事
で
は
先

輩
な
の
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
少
し

で
も
早
く
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

危
険
が
伴
う
仕
事
で
す
の
で
仲
間
も

自
分
も
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
班
長
や

先
輩
方
の
指
導
の
下
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

吉田  平　伐倒吉田  平　伐倒

小池 光一　作業道開設　
鈴木 創悟　測量
小池 光一　作業道開設　
鈴木 創悟　測量

〈
技
能
職
員
採
用
〉


